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1. はじめに 

近年，地球温暖化や資源枯渇の進行が深刻な環境問

題となっており，企業や一般家庭における節電，節水

などの省資源行動が必要とされている．省エネ家電や

エコカーなどの増加に伴い環境問題への関心が高まり

[1]を見せる一方，継続的な省資源行動の実施には至

らない場合も報告[2]されており，省資源行動獲得の

支援が重要視されている．本研究では，ユーザの状態

を考慮してシステムが適切な省資源行動の動機づけ戦

略に切換えていく仕組みを提案する．本稿では，行動

変容段階と各段階における動機づけ戦略を定義し，家

電製品の一例として作業端末に焦点を当てた省資源行

動促進システムを実装し評価した結果について述べる． 

2. 行動変容段階と戦略切換え手法の概要 

2.1 行動変容段階と動機づけ戦略の定義 

本研究では，ユーザの状況に合わせて共感しやすい

情報を提供することで，該当行動の必要性や自身の現

状を認識しやすくし，省資源行動の促進効果向上を目

指す．そこで，行動心理学の分野で不健康な習慣的行

動の変容過程の説明に用いられる Trans Theoretical 

Model[3]に着目した．TTM は行動変容の過程を 5 段

階に分類し，各段階の特徴と行動変容に重要な要素を

まとめている．本研究では TTM を参考に，ユーザが

省資源行動を獲得していく行動変容の段階として，表

1 に示す 5 段階を定義した．なお，本稿では定義した

段階のうち，省資源行動の促進が必要となる，レベル

1～4に該当するユーザを対象とした． 

表 1 省資源行動の変容段階の定義 

レベル 詳細 動機づけ戦略 

1 省資源行動をする意図がない 
現状および不利益な

点を提示 

2 
省資源行動をする意図がある
が，実行できていない 

省資源行動を起こす
ことの利点を提示 

3 
望ましい水準ではないが 

省資源行動をしている 

目標設定による行動
の動機づけの補助 

4 
望ましい水準に達しているが 

行動変容してまだ間もない 

ポジティブフィード
バックの実施 

5 
望ましい省資源行動を長期間 

（6か月以上）継続している 
同上 

2.2 行動変容段階の推定手法 

本研究における行動変容段階は，省資源行動をする

意図の有無および行動が望ましい水準か否かで決定す

る．これを基に，意図の有無を提示情報の閲覧時間，

ユーザの省資源行動の結果を資源の無駄な消費量とし

て数値化し，システムが行動変容段階を推定する手順

（図 1）を考案した．システムが現在の行動変容段階

を推定し，対応した動機づけ戦略を適宜採用すること

で，ユーザに適した動機づけを実現する． 

3. 省資源行動促進システムの設計 

3.1 システムの全体像 

2.1 節で述べた行動変容段階の概念を取り入れた情

報提示システムを開発した．図 2に示すように，本シ

ステムでは電力センサから作業端末使用時の消費電力

量を，無駄検出プログラムから無駄情報を取得し，コ

ンピュータが情報提示内容を作成する．その一方で，

システムは蓄積されたデータを基にユーザの行動変容

段階を推定し，戦略の切換えを行う．そして，次回の

推定が実施されるまでの間は，切り換えられた戦略に

沿った情報提示コンテンツを作成し表示する．  

3.2 作業端末における無駄 

作業端末における無駄として，作業端末を稼働状態

のまま放置することに焦点を当てる．この無駄は，生

活習慣に依存して偶発する可能性が高く，情報提示に

よる動機づけ効果が高いと考えられるためである．検

出方法は，各作業端末のキーやマウス入力の有無が一

定時間（本システムでは 10 分）以上ないことの検知

とし，富士通コンポーネント株式会社のスマート電源

コンセント[4]で取得した作業端末とディスプレイの

消費電力値を基に無駄消費量を算出する． 
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3.3 情報提示内容 

本システムでは提示情報の閲覧のしやすさを考慮し，

Web ページによる情報提示を用いた．また，情報提

示内容としては次の三種類のコンテンツを選定した． 

 キャラクタによるアドバイス（図 3） 

 無駄消費量の割合のグラフ 

 無駄の発生履歴 

上記のコンテンツのうち，行動変容段階を考慮して，

動的に内容を変化させるものがキャラクタによるアド

バイスである．キャラクタの起用理由は，動機づけ戦

略の切換えによる違和感の解消，および既存研究[5]

に基づくシステムへの親近感向上の点を考慮したため

である．また，残りのコンテンツは行動変容段階とは

無関係に提示される情報であり，閲覧による行動の振

り返りを想定した．なお，行動変容段階が低いユーザ

は自発的に提示情報を確認しない可能性があるため，

無駄発生時のメール通知機能も実装した． 

4. 情報提示システムの評価 

4.1 評価実験の概要 

行動変容段階に合わせた動機づけ戦略の切換えに対

応したシステムを実装し，提案手法の動機づけ効果お

よび切換え手法の推定精度検証を目的とする評価実験

を行った．被験者は情報工学を専攻する学生の男女

12 名で，一か月の実験期間の後，アンケートおよび

インタビューでシステムの使いやすさや各機能に関す

る意見を得た．また，被験者の実験開始前および実験

期間中のレベルの変化を調査するため，一週間ごとに

定期アンケートを実施した．そして，定期アンケート

結果に基づいてレベルを決定する A グループ，実験

開始前のレベルから変更しない B グループ，および

提案した推定手法に沿ってレベルを決定する C グル

ープの 3組に被験者を分けて実験を行った． 

4.2 結果と考察 

(1) 行動変容段階の適用による動機づけ効果 

各グループとも，無駄消費量は他の週に比べて第一

週が多く，実験期間を通して減少傾向にあることが分

かった．通知と情報提示ページを確認して初めて無駄

に気づいた，という被験者のコメントが多かったこと

から，無駄を自覚して行動が改善されたためだと考え

られる．また，A グループでは行動変容段階に変化が

あった被験者 3名から，無駄消費量が多いときには，

金額や身近な品物への換算が現状把握しやすく行動を

起こしやすいと感じたが，無駄消費量が少なく済むよ

うになると，目標設定や褒められることによりモチベ

ーションが向上されるとのコメントを得た．このこと

から，行動変容段階を考慮した動機づけ戦略の切換え

による省資源行動の動機づけ効果の向上が示唆された．

一方で，履歴は一か月分表示してほしい，無駄消費量

の換算対象は自身で決定したいといった要望がすべて

のグループで多く見受けられた．そのため，情報提示

コンテンツの表示形式は，ユーザに合わせてカスタマ

イズする必要があると考えられる． 

(2) 行動変容段階の推定精度 

C グループにおける行動変容段階の推定精度（推定

結果と被験者の自己申告の一致割合）は約 20%だっ

た．この理由として，閲覧時間が短かった 2 名の被験

者がレベル 1として誤判定された点が挙げられる．こ

れは，短時間に連続して発生した無駄の確認を一度で

済ましてしまった点，省資源行動に関心はあるが情報

提示への関心が低い被験者がいた点が原因と考えられ

る．また，被験者の中には，無駄が生じていなくても

意識的に行動していなければ理想的な行動ではないと

判断する人がおり，単純に定量的なデータを閾値処理

するだけでは判別できない事象も発生していた．以上

の点から，本稿で提案した推定手法には改善の余地が

あることが判明した．一方で，生じてしまう無駄消費

量の変化に伴って有益に感じる戦略が変わるとのコメ

ントが多かったことから，無駄な消費行動と省資源行

動の変容段階には関連性があると考えられる．そのた

め，機械学習によってこれらの関係性を明らかにする

ことで，最適な推定手法が得られる可能性がある． 

5. おわりに 

本稿では，行動変容段階を考慮した動機づけ戦略の

切換え手法の提案と作業端末を題材とした評価実験に

ついて述べた．提案した動機づけ戦略の切換え手法は

改善の余地があるが，行動変容段階を考慮した動機づ

け戦略の切換えが省資源行動の動機づけに有効である

可能性が示唆された．今後の課題として，的確にユー

ザの行動変容段階を推定する機能や，情報提示コンテ

ンツのカスタマイズ機能の実装が挙げられる． 
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